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【手続補正書】
【提出日】平成23年3月8日(2011.3.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＣＤＭＡ２０００　ＶＢＲ－ＷＢ通信方式のフルレート通信モードによって符号化され
た音響信号を表す信号符号化パラメータを受け取ることと、
　前記信号符号化パラメータの伝送中のビットレートを低減するために前記ＣＤＭＡ２０
００　ＶＢＲ－ＷＢ通信方式のハーフレート通信モードを使用して前記信号符号化パラメ
ータを伝送することを求める要求を受け取ることと、
　前記要求に応じて、前記ＣＤＭＡ２０００　ＶＢＲ－ＷＢ通信方式のハーフレート通信
モードを使用して残りの信号符号化パラメータの伝送を可能にするために前記信号符号化
パラメータの一部分を落とすことであって、前記信号符号化パラメータの落とされた一部
分は代数的コードブックの固定コードブックインデックスであることと、
　を含む方法。
【請求項２】
　前記残りの信号符号化パラメータと共に伝送されるための前記通信モードの識別子を挿
入することを更に含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記落とされた固定コードブックインデックスを置換するために置換信号符号化パラメ
ータを生成することを更に含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記置換信号符号化パラメータを生成することは、前記固定コードブックインデックス
をランダムに再生成することを含む、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
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　前記ＣＤＭＡ２０００　ＶＢＲ－ＷＢ通信方式のハーフレート通信モードを使用して前
記残りの信号符号化パラメータを伝送することと、
　前記信号符号化パラメータの前記落とされた一部分を置換するために、置換信号符号化
パラメータを生成することと、
　ＡＭＲ－ＷＢ通信方式のフルレート通信モードによって前記信号符号化パラメータの前
記置換された一部分を含む前記信号符号化パラメータを復号化することと、
　を更に含む、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　ＡＭＲ－ＷＢ通信方式のフルレート通信モードによって音響信号を最初に符号化するこ
とを更に含む、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記ＣＤＭＡ２０００　ＶＢＲ－ＷＢ通信方式のハーフレート通信モードを使用して前
記残りの信号符号化パラメータを伝送することを更に含む、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記信号符号化パラメータの伝送中のビットレートを低減するために、ＣＤＭＡ２００
０　ＶＢＲ－ＷＢ通信方式のフルレート通信モードの代わりに前記ＣＤＭＡ２０００　Ｖ
ＢＲ－ＷＢ通信方式のハーフレート通信モードを使用して信号符号化パラメータが伝送さ
れ終わっているという表示を受け取り、及び、前記信号符号化パラメータは、前記ＣＤＭ
Ａ２０００　ＶＢＲ－ＷＢ通信方式のフルレート通信モードによって符号化された音響信
号を表していることと、
　前記表示に応答して、ＡＭＲ－ＷＢ通信方式のフルレート通信モードによって第２の信
号符号化パラメータを生じさせるように伝送中の前記ビットレートを低減するために落と
された前記信号符号化パラメータの一部分を置換するために置換信号符号化パラメータを
生成し、及び、前記信号符号化パラメータの落とされた一部分は、代数的コードブックの
固定コードブックインデックスであることと、
　を含む方法。
【請求項９】
　前記信号符号化パラメータを受け取ることと、前記第２の信号符号化パラメータを使用
して前記音響信号を復号化することと、を更に含む、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記ＡＭＲ－ＷＢ通信方式のフルレート通信モードによって前記第２の信号符号化パラ
メータを伝送することを更に含む、請求項８に記載の方法。
【請求項１１】
　請求項１から請求項１０までのいずれか一項に記載の方法を行うためにコンピュータ装
置によって使用可能であるプログラム命令を備えるコンピュータソフトウェア。
【請求項１２】
　ＣＤＭＡ２０００　ＶＢＲ－ＷＢ通信方式を使用する第１の局と、ＡＭＲ－ＷＢ通信方
式を使用する第２のステーションとを備える局であって、
　前記第１の局は、
　前記ＣＤＭＡ２０００　ＶＢＲ－ＷＢ通信方式のフルレート通信モードによって信号符
号化パラメータを生成するために音響信号を符号化する手段と、
　前記ＣＤＭＡ２０００　ＶＢＲ－ＷＢ通信方式のハーフレート通信モードを使用して前
記信号符号化パラメータを伝送するための要求を受け取る手段と、
　前記要求に応答して、前記ＣＤＭＡ２０００　ＶＢＲ－ＷＢ通信方式のフルレート通信
モードによって符号化された前記信号符号化パラメータの一部分を落とすための手段であ
って、前記信号符号化パラメータの前記落とされた一部分は代数的コードブックの固定コ
ードブックインデックスである手段と、
　前記ＣＤＭＡ２０００　ＶＢＲ－ＷＢ通信方式のハーフレート通信モードを使用して残
りの信号符号化パラメータを伝送する手段と、
　を備え、前記第２の局は、
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　前記残りの信号符号化パラメータを受け取る手段と、
　前記信号符号化パラメータの前記落とされた一部分を置換するための置換信号符号化パ
ラメータを生成する手段と、
　前記残りの信号符号化パラメータと前記生成された置換信号符号化パラメータとを使用
して前記信号符号化パラメータを復号化する手段と、
　を備えるシステム。
【請求項１３】
　ＣＤＭＡ２０００　ＶＢＲ－ＷＢ通信方式のフルレート通信モードによって符号化され
た音響信号を表している信号符号化パラメータを受け取る手段と、
　前記信号符号化パラメータの伝送中のビットレートを低減するために前記ＣＤＭＡ２０
００　ＶＢＲ－ＷＢ通信方式のハーフレート通信モードを使用して前記信号符号化パラメ
ータを伝送することを求める要求を受け取る手段と、
　前記ＣＤＭＡ２０００　ＶＢＲ－ＷＢ通信方式のハーフレート通信モードを使用して残
りの信号符号化パラメータの伝送を可能にするために前記信号符号化パラメータの一部分
を落とす手段であって、前記信号符号化パラメータの前記落とされた一部分は代数的コー
ドブックの固定コードブックインデックスである手段と、
　前記ＣＤＭＡ２０００　ＶＢＲ－ＷＢ通信方式のハーフレート通信モードによって前記
残りの信号符号化パラメータを伝送する手段と、
　を備える装置。
【請求項１４】
　前記信号符号化パラメータの一部分を落とす手段は、前記残りの信号符号化パラメータ
と共に伝送されるための前記通信モードの識別情報を挿入するように構成されている、請
求項１３に記載の装置。
【請求項１５】
　信号符号化パラメータの伝送中のビットレートを低減するために、ＣＤＭＡ２０００　
ＶＢＲ－ＷＢ通信方式のフルレート通信モードの代わりに前記ＣＤＭＡ２０００　ＶＢＲ
－ＷＢ通信方式のハーフレート通信モードを使用して前記信号符号化パラメータが伝送さ
れ終わっているという表示を受け取り、及び、前記信号符号化パラメータは音響信号を表
している手段と、
　前記表示に応答して、ＡＭＲ－ＷＢ通信方式のフルレート通信モードによって第２の信
号符号化パラメータを生じさせるように伝送中の前記ビットレートを低減するために落と
された前記信号符号化パラメータの一部分を置換するために置換信号符号化パラメータを
生成し、及び、前記信号符号化パラメータの前記落とされた一部分は、代数的コードブッ
クの固定コードブックインデックスである手段と、
　を備える装置。
【請求項１６】
　前記置換信号符号化パラメータを生成する手段は、前記置換信号符号化パラメータをラ
ンダムに生成するように構成されている、請求項１５に記載の装置。
【請求項１７】
　前記ランダムに生成された置換信号符号化パラメータは、ランダムに生成された置換固
定コードブックインデックスを含む、請求項１６に記載の装置。
【請求項１８】
　前記ＡＭＲ－ＷＢ通信方式のフルレート通信モードによって前記信号符号化パラメータ
の前記置換された一部分を含む前記信号符号化パラメータを伝送する手段を更に備える、
請求項１７に記載の装置。
【請求項１９】
　前記信号符号化パラメータを受け取る手段と、前記第２の信号符号化パラメータを使用
して前記音響信号を復号化する手段と、を更に備える、請求項１５に記載の装置。
【請求項２０】
　前記ＣＤＭＡ２０００　ＶＢＲ－ＷＢ通信方式のハーフレート通信モードを使用して前
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記残りの信号符号化パラメータを伝送することを更に含む、請求項８に記載の方法。
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